
ゲートウェイテンプレート

この章では、Cisco Unified Communications Manager一括管理（BAT）を使用して Cisco Unified
Communications Managerデータベースでの既存の Ciscoゲートウェイとポートを追加および更
新する方法について説明します。

• Ciscoゲートウェイの追加（1ページ）
•ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
•ゲートウェイテンプレートの追加または編集（10ページ）
•ゲートウェイの設定項目（27ページ）
•ポートの構成時の設定（73ページ）
•ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

Ciscoゲートウェイの追加
BATを使用して、Ciscoゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに
一括して追加することができます。

関連トピック

BATを使用した Cisco VG200ゲートウェイの追加（1ページ）
BATを使用した Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイおよびポートの追加（2ペー
ジ）

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加（3ページ）
BATを使用した Cisco VG202および Cisco VG204ゲートウェイの追加（4ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

BATを使用した Cisco VG200ゲートウェイの追加
BATを使用して Cisco VG200ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに追加する際に、以下のタイプのトランクやポートを設定できます。

•アナログデバイスの Foreign Exchange Station（FXS）ポート
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•ループスタートトランクまたはグラウンドスタートトランク用の Foreign Exchange Office
（FXO）

• ISDNサービス用の T1一次群速度インターフェイス（PRI）トランク（北米）。現在
Cisco VG200ゲートウェイにのみ使用可能です。

• ISDNサービス用の T1一次群速度インターフェイス（PRI）トランク（欧州）。現在
Cisco VG200ゲートウェイにのみ使用可能です。

•デジタルアクセス T1ポートトランク

始める前に

VG200ゲートウェイをCisco Unified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG200ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（12ページ）」
を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「Cisco VG200ゲートウェイ用 CSVデータファイルの作成」を参照して
ください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してくださ
い。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

BATを使用した Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイおよびポート
の追加

BATを使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベースに Cisco Catalyst 6000
（FXS）を追加できます。アナログデバイス用にCiscoCatalyst 6000（FXS）アナログインター
フェイスモジュールにFXSポートを追加することもできます。これらのポートをCiscoUnified
CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ゲートウェイ電話番号テンプレートを
設定し、これらの FXSポートおよび Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテンプレートと関連付
ける必要があります。
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始める前に

BATを使用してアナログインターフェイスモジュールの FXSポートを追加するには、その前
に以下のタスクを実行して Cisco Catalyst 6000ゲートウェイをインストールしておく必要があ
ります。

1. Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイスを使用してゲートウェイを設
定します。設定手順については、ゲートウェイに付属のドキュメントを参照してくださ

い。

2. CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationを使用して、CiscoUnifiedCommunications
Managerデータベースに Cisco Catalyst 6000ゲートウェイを追加します。Cisco Unified
Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [ゲートウェイ
（Gateway）]を選択し、[新規追加（Add New）]を選択します。[CiscoCatalyst 6000 24Port
FXS Gateway]とデバイスプロトコルを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

手順

ステップ 1 CiscoCatalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートを作成します。CiscoCatalyst 6000（FXS）
ゲートウェイテンプレートの作成（17ページ）を参照してください。

ステップ 2 一連の FXSポートに対して共通の値を定義するには、Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテン
プレートを作成します。FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 3 追加する FXSポートに対して個別の値を設定するには、CSVデータファイルを作成します。
Cisco Catalyst 6000（FXS）ポート用の CSVデータファイルの作成を参照してください。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入を参照してください。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

BATを使用した Cisco VG224ゲートウェイの追加
BATを使用して Cisco VG224ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに追加する際に、以下のタイプのトランクやポートを設定できます。

•アナログデバイスの Foreign Exchange Station（FXS）ポート

始める前に

VG224ゲートウェイをCisco Unified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。
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手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG224ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成（18ページ）」
を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「CiscoVG224Gatewayおよびポート用CSVデータファイルの作成」を参
照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してくださ
い。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

BATを使用した Cisco VG202および Cisco VG204ゲートウェイの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG202または VG204ゲートウェイとポートを Cisco Unified
Communications Managerに追加する必要があります。

始める前に

VG202または VG204ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに追
加する前に、まず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用
してゲートウェイを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについて

は、ゲートウェイに付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、シスコゲートウェイテンプ
レートを作成します。「Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成（20
ページ）」を参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファ
イルを作成します。「Cisco VG202および VG204ゲートウェイ用の CSVデータファイルの作
成」を参照してください。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してくださ
い。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）
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Cisco VG310 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG310ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG310ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG310ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成（23ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「CiscoVG310Gatewayおよびポート用CSVデータファイルの作成」を参照
してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG320ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG320ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG320ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成（23ページ）」を参照
してください。
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ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「CiscoVG320Gatewayおよびポート用CSVデータファイルの作成」を参照
してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG350ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG350ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG350ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成（24ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「CiscoVG350Gatewayおよびポート用CSVデータファイルの作成」を参照
してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

BATを使用した Cisco VG410 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG410ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

リリース 15以降でサポートされます。重要

ゲートウェイテンプレート
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Cisco VG410ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG410ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成（25ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「BATスプレッドシートを使用した VG 410ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成」を参照してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

BATを使用した Cisco VG420 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG420ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

リリース 12.5(1)SU4および 14SU1以降でサポートされます。重要

Cisco VG420ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG420ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成（25ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「BATスプレッドシートを使用した VG 420ゲートウェイ用の CSVデータ
ファイルの作成」を参照してください。
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ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

BATを使用した Cisco VG450 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco VG450ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerに追加
する必要があります。

始める前に

Cisco VG450ゲートウェイをUnified CommunicationsManagerデータベースに追加する前に、ま
ず Cisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲートウェ
イを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲートウェイ

に付属の設定ドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、CiscoVG450ゲートウェイテ
ンプレートを作成します。「Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成（26ページ）」を参照
してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「CiscoVG450Gatewayおよびポート用CSVデータファイルの作成」を参照
してください。

ステップ 3 Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。「Cisco
Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してください。

BATを使用した Cisco ISR 4461 Gatewayの追加
以下のタスクを実行して、Cisco ISR 4461ゲートウェイをCiscoUnified CommunicationsManager
に追加する必要があります。

始める前に

Cisco ISR 4461ゲートウェイを Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する
前に、まずCisco IOSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してゲー
トウェイを設定する必要があります。ゲートウェイの設定手順やコマンドについては、ゲート

ウェイに付属の設定ドキュメントを参照してください。
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手順

ステップ 1 一連のゲートウェイとポートに対して共通の値を定義するには、Cisco ISR 4461ゲートウェイ
テンプレートを作成します。「Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの作成（27ページ）」を
参照してください。

ステップ 2 追加するゲートウェイとポートそれぞれに対して個別の値を定義するには、CSVデータファイ
ルを作成します。「Cisco ISR 4461 Gateway用 CSVデータファイルの作成」を参照してくださ
い。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerデータベースにゲートウェイとポートを挿入します。
「Cisco Unified Communications Managerへのゲートウェイとポートの挿入」を参照してくださ
い。

ゲートウェイテンプレートの検索
複数のゲートウェイテンプレートが存在することがあるため、Cisco Unified Communications
Managerでは特定の基準に基づいて特定のテンプレートを検索できます。次の手順を使用し
て、テンプレートを検索します。

ブラウザセッションで作業中に、検索/一覧表示の検索設定がクライアントマシン上のCookie
に保存されます。他のメニュー項目に移動した後でこのメニュー項目に戻った場合や、ブラウ

ザを閉じた後で新しいブラウザウィンドウを開き直した場合は、手動で検索を変更するまで、

Cisco Unified Communications Managerの検索設定が保持されます。

（注）

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイテンプレートの検索/一覧表示（Find and List Gateway Template）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 2 最初の [ゲートウェイの検索（Find gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件の
いずれかを選択します。

•名前

•説明

• DN/ルートパターン

• [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

ゲートウェイテンプレート
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•ルートグループ名

• [デバイスタイプ（Device Type）]

ステップ 3 2番目の [ゲートウェイの検索（Find Gateways where）]ドロップダウンリストから、次の条件
のいずれかを選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのゲートウェイを検索するには、検索テキス

トを何も入力せずに、[検索（Find）]をクリックします。
ヒント

ステップ 5 3番目のドロップダウンリストから [表示（Show）]を選択し、ゲートウェイに関連付けられた
エンドポイントを表示して、[検索（Find）]をクリックします。

検出されたテンプレートのリストが次の分類で表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]

•説明

• [デバイスプール（Device Pool）]

•ステータス（Status）

• IPアドレス

ステップ 6 レコードのリストから、検索条件と一致するデバイス名をクリックします。
[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

関連トピック

ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

ゲートウェイテンプレートの追加または編集
BATを使用すると、Cisco Unified Communications ManagerのデータベースでVG200、VG202、
VG204、VG224、VG310、VG320、VG350、VG410、VG420、VG450、CiscoCatalyst 6000（FXS）
または Cisco ISR 4461のゲートウェイテンプレートの追加または編集を行えます。

ゲートウェイテンプレート
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイテンプレートの検索/一覧表示（Find and List Gateway Template）]ウィンドウ
が表示されます。

a) 既存のゲートウェイテンプレートを編集するには、ゲートウェイテンプレートの検索（9
ページ）を参照してください。編集するゲートウェイを選択します。

ゲートウェイのフィールドの説明を参照してください。

• VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（28ページ）

• VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（29ページ）

• VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（30ページ）

• Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（39
ページ）

• VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（31ページ）

• VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（32ページ）

• VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（33ページ）

• VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（34ページ）

• VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（35ページ）

• VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（36ページ）

• ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（38ページ）

b) 新しいゲートウェイを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[新規ゲートウェイの追加（Add a New Gateway）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次の手順のいずれかを実行します。

a) VG200テンプレートを作成するには、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成
（12ページ）」を参照してください。

b) Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートテンプレートを作成するには、「Cisco Catalyst 6000
（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成（17ページ）」を参照してください。

c) VG224テンプレートを作成するには、「Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成
（18ページ）」を参照してください。

d) VG202または VG204テンプレートを作成するには、「Cisco VG202または VG204ゲー
トウェイテンプレートの作成（20ページ）」を参照してください。

e) Cisco VG310テンプレートを作成するには、「Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成
（23ページ）」を参照してください。

ゲートウェイテンプレート

11

ゲートウェイテンプレート

ゲートウェイテンプレートの追加または編集



f) Cisco VG320テンプレートを作成するには、「Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成
（23ページ）」を参照してください。

g) Cisco VG350テンプレートを作成するには、「Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成
（24ページ）」を参照してください。

h) Cisco VG410テンプレートを作成するには、「Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成
（25ページ）」を参照してください。

i) Cisco VG420テンプレートを作成するには、「Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成
（25ページ）」を参照してください。

j) Cisco VG450テンプレートを作成するには、「Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成
（26ページ）」を参照してください。

k) Cisco ISR 4461テンプレートを作成するには、「Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの
作成（27ページ）」を参照してください。

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成
CiscoVG200テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイント識別子を
追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定します。

• Foreign Exchange Station（FXS）ポート

• Foreign Exchange Office（FXO）トランク

• T1 PRIトランク

• E1 PRIトランク

• T1 CASトランク

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG200]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 すべてのフィールドに値を入力します。

「VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（28ページ）」を参照してくださ
い。

ゲートウェイテンプレート
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ステップ 5 [Save]をクリックします。
挿入が完了すると、ペインに新しいフィールドが表示されます。

ステップ 6 [サブユニット（Subunit）]フィールドで、各サブユニットフィールドに適切なタイプを選択
します。

• VIC-2FXS：Foreign Exchange Station（FXS）音声インターフェイスカード

• VIC-2FXO：Foreign Exchange Office（FXO）音声インターフェイスカード

• VWIC-1MFT-T1：T1 CASまたは T1 PRI用のエンドポイントを 1つ備えた音声WANイン
ターフェイスカード

• VWIC-2MFT-T1：T1 CASまたは T1 PRI用のエンドポイントを 2つ備えた音声WANイン
ターフェイスカード

• VWIC-1MFT-E1：E1 PRI用のエンドポイントを 1つ備えた音声WANインターフェイス
カード

• VWIC-2MFT-E1：E1 PRI用のエンドポイントを 2つ備えた音声WANインターフェイス
カード

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
更新が完了したことがステータスにあると、サブユニットのドロップダウンリストの右側にあ

るリンクとしてエンドポイント IDが表示されます。

ステップ 8 エンドポイント識別子（1/0/0など）をクリックして、デバイスプロトコル情報を設定し、イ
ンストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

詳細については、次の手順を参照してください。

• VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（14ページ）

• VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加（15ページ）

• VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加
（16ページ）

• T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加（16ペー
ジ）

ステップ 9 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートへのポートの追加
VG200ゲートウェイで設定できるデバイスプロトコルとポートタイプは、装着されている音
声インターフェイスカードのタイプによって異なります。

ゲートウェイテンプレート
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関連トピック

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（14ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加（15ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加
（16ページ）
T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加（16ペー
ジ）

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加

Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、POTSデバイスに接続するために使用されます。以
下の手順を使用して、VG200ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加します。

始める前に

ポートを設定する前に、VG200ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。手順
については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（12ページ）」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。
ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）

• POTSポートの設定項目（73ページ）

POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定した場合、ステップ 6（16ページ）に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメインVG200の [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway
Template Configuration）]ウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダ
ウンリストで [MGCP設定に戻る（Back to MGCP Configuration）]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ゲートウェイテンプレート
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ステップ 7 その他の FXSポートを追加する場合は、ステップ 1（14ページ）～ステップ 5（14ページ）
を繰り返します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新
ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートへの FXOポートの追加

Foreign Exchange Office（FXO）ポートは、セントラルオフィスまたは PBXと接続するために
使用されます。BATを使用して、VG200ゲートウェイテンプレート上にループスタート用ま
たはグラウンドスタート用に FXOポートを追加および設定できます。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、すべてのループスタートトランクに確実な接続解除
監視がないと見なします。グラウンドスタートとして確実な接続解除監視と共にトランクを設

定することにより、Cisco Unified Communications Managerサーバフェールオーバーの間、アク
ティブコールを維持できます。

（注）

始める前に

ポートを設定する前に、VG200ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。手順
については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートの作成（12ページ）」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定する FXOポートのエン
ドポイント識別子をクリックします。

ステップ 3 [ポートタイプ（PortType）]ドロップダウンリストから、[グラウンドスタート（GroundStart）]
または [ループスタート（Loop Start）]を選択します。

VIC-2FXOポートの両方のエンドポイント識別子に対して同じポートタイプを選択
する必要があります。異なるポートタイプを選択すると、メッセージが表示されま

す。

（注）

ステップ 4 適切なゲートウェイ設定とポート情報設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）」を
参照してください。
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ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメイン VG200のゲートウェイテンプレートの設定ウィンド
ウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストで [MGCP設定に戻る
（Back to MGCP Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 さらに FXOポートを追加するには、ステップ 2（15ページ）～ステップ 4（15ページ）を
繰り返します。

関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートへのデジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートの追加

BATを使用して、デジタルアクセス T1（T1-CAS）ポートを VG200ゲートウェイテンプレー
トに追加できます。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定するデジタルアクセス
T1（T1-CAS）ポートのエンドポイント識別子をクリックします。

表示される [デバイスプロトコル（Device Protocol）]ドロップダウンリストボックスで、[デ
ジタルアクセスT1（Digital Access T1）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 適切なゲートウェイの構成時の設定を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

詳細は、Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トランクのフィー
ルドの説明（53ページ）を参照してください。

ステップ 4 ゲートウェイをリセットして変更を適用するには、[リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 5 選択したポートタイプに適した設定については、ポートの構成時の設定（73ページ）を参照
してください。

関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

T1 PRIまたは E1 PRIデバイスの VG200ゲートウェイテンプレートへの追加

BATを使用して、T1 PRIまたは E1 PRIデバイスを VG200ゲートウェイテンプレートに追加
できます。

ゲートウェイテンプレート
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手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウから、設定する T1 PRIまたは E1
PRIポートのエンドポイント識別子をクリックします。

ステップ 3 T1 PRIまたは E1 PRIデバイスのプロトコル設定を設定します。

フィールドの説明については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは
E1 PRIトランクのフィールドの説明（58ページ）」を参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

関連トピック

ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco Catalyst 6000 FXSゲートウェイテンプレートを作成します。特に明記
されていない限り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。
[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco Catalyst
6000 24 Port FXS Gateway]を選択します。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 5 フィールドに設定値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレート
のフィールドの説明（39ページ）」を参照してください。

ステップ 6 [新規ポートを追加（Add a New Port）]をクリックします。
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ポート設定ダイアログが別のウィンドウで開きます。

ステップ 7 ドロップダウンリストで、設定しているゲートウェイモデルに基づくポートタイプとして

[POTS]を選択します。

フィールドの説明については、「Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは
E1 PRIトランクのフィールドの説明（58ページ）」を参照してください。

ステップ 8 適切なポート設定を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「POTSポートの設定項目（73ページ）」を参照してくださ
い。

POTSポートを挿入した場合は、ウィンドウが更新表示され、左側のリストに POTSポートが
表示されます。新しいポートの右側に [DNの追加（Add DN）]リンクが表示されます。

ステップ 9 電話番号を FXSポートに追加するには、[DNの追加（Add DN）]をクリックします。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
ステータスに更新の完了が示されている場合は、テンプレートが [ゲートウェイの検索/一覧表
示（Find andList Gateways）]ウィンドウに表示されます。[検索/一覧表示（Find andList）]ウィ
ンドウに戻るには、ウィンドウ右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリス
トボックスで [検索/一覧表示に戻る（Back to Find and List）]を選択します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成
CiscoVG224テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイント識別子を
追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定します。

• Foreign Exchange Station（FXS）ポート

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG224]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。
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[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（29
ページ）」を参照してください。

挿入が完了すると、新しいフィールドがペインに表示されます。

ステップ 6 [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドで、ドロップダウンリストからサブユニットフィー
ルドに適切なタイプを選択して、[保存（Save）]をクリックします。

• VIC-2FXS：Foreign Exchange Station（FXS）音声インターフェイスカード。

更新が完了したことがステータスにあると、サブユニットのドロップダウンリストの右側にあ

るリンクとしてエンドポイントIDが表示されます。

ステップ 7 エンドポイント識別子（1/0/0など）をクリックして、デバイスプロトコル情報を設定し、イ
ンストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

関連トピック

FXSポートの VG224ゲートウェイテンプレートへの追加（19ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

FXSポートの VG224ゲートウェイテンプレートへの追加
BATを使用して、VG224ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加します。Foreign
Exchange Station（FXS）は、POTSデバイスに接続するために使用されます。

始める前に

ポートを設定する前に、VG224ゲートウェイテンプレートを追加する必要があります。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。
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ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）

• POTSポートの設定項目（73ページ）

POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規 DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定する場合、ステップ 6に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイのメインVG224の [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway
Template Configuration）]ウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related Links）]ドロップダ
ウンリストで [MGCPに戻る（Back to MGCP）]設定を選択し、[移動（Go）]をクリックしま
す。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 その他の FXSポートを追加する場合は、ステップステップ 1～ステップ 5を繰り返します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新
Cisco VG224ゲートウェイテンプレートの作成（18ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成
CiscoVG202またはVG204テンプレートを作成した後、ネットワークモジュールのエンドポイ
ント識別子を追加する必要があります。BATテンプレートに次のエンドポイント識別子を設定
します。

• Foreign Exchange Station（FXS）ポート
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストボックスで、[Cisco VG202]ま
たは [Cisco VG204]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィール
ドの説明（30ページ）」を参照してください。

挿入が完了すると、新しい [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドがペインに表示されま
す。

ステップ 6 [サブユニット 0（Subunit 0）]フィールドで、ドロップダウンリストボックスからサブユニッ
トフィールドに適切なタイプを選択して、[保存（Save）]をクリックします。
ステータスに更新の完了が示されている場合は、エンドポイント識別子がサブユニットドロッ

プダウンリストボックスの右側にリンクとして表示されます。

ステップ 7 1つのエンドポイント識別子（たとえば 0/0）をクリックしてデバイスプロトコル情報を設定
し、インストールされている VICのタイプ用のポートを追加します。

ステップ 8 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

次のタスク

必要に応じて、エンドポイント情報とポートの設定を続行します。

関連トピック

VG202または VG204ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加（22ページ）
ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）
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VG202または VG204ゲートウェイテンプレートへの FXSポートの追加
BATを使用して、VG202または VG204ゲートウェイテンプレートに FXSポートを追加しま
す。Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、POTSデバイスに接続するために使用されま
す。

始める前に

ポートを設定する前に、VG202または VG204ゲートウェイテンプレートを追加する必要があ
ります。手順については、「Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートの作成
（20ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 FXSポートを追加するゲートウェイテンプレートを見つけます。

ステップ 2 [ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウから、設定
する FXS VICのエンドポイント識別子をクリックします。
ウィンドウがリフレッシュされ、[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template
Configuration）]ウィンドウがエンドポイントのアイコンと共に表示されます。

ステップ 3 適切なゲートウェイ情報とポート情報の設定を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、以下を参照してください。

• FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）

• POTSポートの設定項目（73ページ）

POTSポートを挿入すると、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンドウの一番下
に POTSポート情報が表示されます。左側のパネルの [電話番号情報（Directory
Number Information）]領域に [新規DNの追加（Add a new DN）]リンクが表示され
ます。

（注）

ステップ 4 [新規DNの追加（Add a new DN）]をクリックして、電話番号を POTSポートに追加します。
または、別のタイプのポートを設定した場合、ステップ 6（22ページ）に移動します。

ステップ 5 ポートを追加したゲートウェイの VG202または VG204の [ゲートウェイテンプレートの設定
（Gateway Template Configuration）]メインウィンドウに戻るには、[関連リンク（Related
Links）]ドロップダウンリストで [MGCP設定に戻る（Back to MGCP Configuration）]を選
択し、[移動（Go）]をクリックします（MGCPゲートウェイを設定している場合）。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックしてゲートウェイをリセットし、変更を適用します。

ステップ 7 その他の FXSポートを追加する場合は、ステップステップ 2（22ページ）～ステップ 5（22
ページ）を繰り返します。

関連トピック

BATテンプレート内の電話回線の追加または更新
ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）
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ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

Cisco VG310 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG310 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG310]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにこのテンプレートの一意の名前を入力しま
す。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（31ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG320 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG320 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

ゲートウェイテンプレート
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG320]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイの設定（Gateway Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（32ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG350 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、VG350Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限り、す
べてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a New Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG350]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [MGCP]または [SCCP]を選択して、[次
へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（33ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco VG410 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG410 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG410]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（34
ページ）」を参照してください。

Cisco VG420 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco VG420 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限
り、すべてのフィールドに入力する必要があります。
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG420]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（35
ページ）」を参照してください。

Cisco VG450 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、VG450Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない限り、す
べてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a new Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[VG450]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。
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フィールドの説明については、「VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明（36ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートの作成
BATを使用して、Cisco ISR 4461 Gatewayテンプレートを作成します。特に明記されていない
限り、すべてのフィールドに入力する必要があります。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ゲートウェイ（Gateways）] > [ゲートウェイテンプレー
ト（Gateway Template）]の順に選択します。

[ゲートウェイの検索/一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

[新しいゲートウェイテンプレートを追加（Add a new Gateway Template）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 [ゲートウェイタイプ（Gateway Type）]ドロップダウンリストで、[Cisco ISR 4461]を選択し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリストから [SIP]、[SCCP]または [MGCP]を選択し
て、[次へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイテンプレートの設定（Gateway Template Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 5 [テンプレート名（Template Name）]フィールドにテンプレートの一意の名前を入力します。

ステップ 6 すべてのフィールドの値を入力して、[保存（Save）]をクリックします。

フィールドの説明については、「ISR4461Gatewayテンプレートのフィールドの説明（38ペー
ジ）」を参照してください。

ゲートウェイの設定項目
BATを使用して追加または更新できる、シスコでサポートするゲートウェイおよびポートすべ
てについて、以下に詳細なフィールドの説明を記載します。

関連トピック

Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（39
ページ）
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Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トランクのフィールド
の説明（53ページ）
FXS/FXOポートの設定フィールドの説明（44ページ）
ポートの構成時の設定（73ページ）
Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトランクのフィールド
の説明（58ページ）
VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（28ページ）
VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（30ページ）
VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明（29ページ）

VG200ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG200ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示しま
す。

表 1 : VG200ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字
の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

リストからUnified CommunicationsManager冗長性グループを選
択します。

Cisco Unified Communications Manager冗長性グループには、最
大 3つの Unified Communications Managersの優先順位付けされ
たリストが含まれます。リストの最初のUnifiedCommunications
Managerは、プライマリ Unified Communications Managerとして
機能します。プライマリUnified CommunicationsManagerが利用
可能でない、または動作していない場合、ゲートウェイは次に

リストされているUnified CommunicationsManagerへの接続を試
みます。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

一部のVICに対して開始ポート番号を指定する必要があります。たとえば、サブユ
ニット 0のVICが 0で始まり、2つのポート（0と 1）が存在する場合、サブユニッ
ト 1のVICは 1より大きいポート番号で開始する必要があり、また 2つのポートが
必要になります（2と 3または 4と 5）。

（注）

VG200ゲートウェイにはスロットが 1つだけあります。（注）
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説明フィールド

VG200ゲートウェイで使用できるスロットについて、以下のタ
イプのモジュールから選択します。

• [NM-1V]：Network Module-1Voiceには、FXSまたは FXO
用のサブユニット 0の 1つの音声インターフェイスカード
（VIC）が存在します。

• [NM-2V]：Network Module-2Voiceには、2つの VICが存在
します。FXSまたは FXOのいずれかに対して、1つはサブ
ユニット0にあり、もう1つはサブユニット1にあります。

• [NM-HDV]：Network Module-High Density Voiceには、T1
CASまたは T1 PRI用、あるいは E1 PRI用のサブユニット
0の 1つの VICが存在します。

• [なし（None）]：ネットワークモジュールはインストール
されません。

スロット 1内のモジュール
（Module in Slot 1）

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG224ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG224ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示しま
す。

表 2 : VG224ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG224ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字
の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG224ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（Analog）]を選択しま
す。

スロット 2内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG224ゲートウェイで使用可能なサブユニット 0について、ド
ロップダウンリストボックスからサブユニットとして [24FXS]
を選択できます。

VG224ゲートウェイでは、スロット 2のモジュール
とサブユニット 0しか使用できません。

（注）

Subunit 0

VG202および VG204ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、VG202および VG204ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な
説明を示します。

表 3 : VG202および VG204ゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

Cisco VG202または VG204ゲートウェイテンプレートを識別す
る最大 64文字の名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG202またはVG204ゲートウェイで使用できるスロットについ
て、ドロップダウンリストボックスから [アナログ（Analog）]
を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG202またはVG204ゲートウェイで使用可能なサブユニット 0
について、ドロップダウンリストボックスからサブユニットと

して [2FXS]を選択できます。

VG202または VG204ゲートウェイでは、スロット
0のモジュールとサブユニット 0しか使用できませ
ん。

（注）

Subunit 0

VG310 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG310ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 4 : VG310 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG310ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG310ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [VG-2VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG320 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG320ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 5 : VG320 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG320ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG320ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [VG-3VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG350 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG350ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。

表 6 : VG350 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG350ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Managerの冗長性グループには、
最大 3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位リ
ストが含まれています。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または失敗
した場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco Unified
Communications Managerに接続します。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [NM-4VWIC-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [なし（NONE）]を選択します。

[スロット 1/3内のモジュール
（Module in Slot 1/3）]

VG350ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [アナログ（ANALOG）]を選択します。

[スロット 2/4内のモジュール
（Module in Slot 2/4）]

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG410ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG410ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 7 : VG410 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG410ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストから、Unified Communications Manager冗
長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified CommunicationsManagerとして機能しま
す。プライマリUnified CommunicationsManagerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified CommunicationsManagerへの接続を試みます。

UnifiedCommunicationsManager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG410ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [VG-1NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

選択したプロトコルに基づいて、VG10ゲートウェイで使用可能
なサブユニット 1について、ドロップダウンリストからサブユ
ニットを選択します。

Subunit 1

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある「[?]」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG420ゲートウェイテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG420ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 8 : VG420 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG420ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストから、Unified Communications Manager冗
長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified CommunicationsManagerとして機能しま
す。プライマリUnified CommunicationsManagerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified CommunicationsManagerへの接続を試みます。

UnifiedCommunicationsManager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG420ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストから [ISR-2NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG420ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（ANALOG）]を選択し
ます。

スロット 1内のモジュール
（Module in Slot 1）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある「[?]」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

VG450 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、CiscoVG450ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を示
します。
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表 9 : VG450 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

VG450ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の名
前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストボックスから、Unified Communications
Manager冗長グループを選択します。

Unified Communications Manager冗長グループには、最大 3つの
Unified Communications Managerの優先順位付けされたリストが
含まれます。リストの最初の Unified Communications Manager
は、プライマリUnified CommunicationsManagerとして機能しま
す。プライマリUnified CommunicationsManagerが利用可能でな
い、または動作していない場合、ゲートウェイは次にリストさ

れているUnified CommunicationsManagerへの接続を試みます。

UnifiedCommunicationsManager
グループ

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

VG450ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [ISR-3NIM-MBRD]を選択します。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

VG450ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロップ
ダウンリストボックスから [アナログ（ANALOG）]を選択し
ます。

[ANALOG]：ゲートウェイの SM-Xスロットで、ユーザは、
SM-X-16FXS/FXO、SM-X-24FXS/4FXO、SM-X-8FXS/12FXO、
SM-X-56FXSまたはSM-X-72FXSのモジュールを選択できます。

[スロット1/2/3内のモジュール
（Module in Slot 1/2/3）]

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]
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ISR 4461 Gatewayテンプレートのフィールドの説明
次の表では、Cisco ISR 4461ゲートウェイテンプレートの構成時の設定に関する詳細な説明を
示します。

表 10 : ISR 4461 Gatewayの構成時の設定

説明フィールド

ISR 4461ゲートウェイテンプレートを識別する最大 64文字の
名前を入力します。

テンプレート名

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Manager冗長グループを選択します。

Cisco Unified Communications Manager冗長グループには、最大
3つの Cisco Unified Communications Managerの優先順位付けさ
れたリストが含まれます。リストの最初の Cisco Unified
Communications Managerは、プライマリ Cisco Unified
Communications Managerとして機能します。プライマリ Cisco
Unified Communications Managerが利用可能でない、または動作
していない場合、ゲートウェイは次にリストされている Cisco
Unified Communications Managerへの接続を試みます。

[Cisco Unified Communications
Managerグループ（Cisco
UnifiedCommunicationsManager
Group）]

[設定済みのスロット、VIC、およびエンドポイント（Configured Slots, VICs and Endpoints）]

ISR 4461ゲートウェイで使用できるスロットについて、ドロッ
プダウンリストボックスから [ISR-3NIM-MBRD]を選択しま
す。

スロット 0内のモジュール
（Module in Slot 1）

ISR 4461ゲートウェイで使用できるスロットについて、以下の
タイプのモジュールから選択します。

• [ANALOG]：ゲートウェイのSM-Xスロットで、ユーザは、
SM-X-16FXS/FXO、SM-X-24FXS/4FXO、
SM-X-8FXS/12FXO、SM-X-56FXSまたは SM-X-72FXSのモ
ジュールを選択できます。

• [SM-X-NIM-ADPTR]：ゲートウェイの SM-Xスロット内の
NIM用アダプタ。

[スロット1/2/3内のモジュール
（Module in Slot 1/2/3）]

製品固有の設定
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説明フィールド

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固

有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that are
defined by the gateway
manufacturer）]

Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートのフィール
ドの説明

次の表は、Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイテンプレートの構成時の設定の一覧
です。

表 11 : Cisco Catalyst 6000 24ポート FXSゲートウェイの構成時の設定

説明フィールド

デバイスの目的を入力します。説明には、任意の言語で最大

50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号

（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッ

コ（<>）は使用できません。

Description

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクショ

ン（CommunicationsManagerグループ、日時グループ、地域、
デバイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指

定します。

[デバイスプール（Device Pool）]

このゲートウェイに割り当てる共通デバイス設定を選択しま

す。共通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられて

いる属性（サービスまたは機能）が含まれています。共通デ

バイス設定は、[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]ウィンドウで設定します。

共通デバイス設定を表示するには、[詳細の表示（View
Details）]リンクをクリックします。

[共通デバイス設定（Common
Device Configuration）]
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説明フィールド

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付け

されたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メ
ディアリソースグループリスト（MediaResourceGroupList）]
で定義された優先順位に従って、利用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）を選択

します。

[メディアリソースグループリス
ト（Media Resource Group List）]

この IPゲートウェイのグループに使用するネットワーク保留
音の音源を選択します。

ネットワーク保留音源は、システムによりコールが保留され

るとき（ユーザがコールを転送またはパークするときなど）

に再生される音楽の音源を指定します。

[ネットワーク保留MOH音源
（Network Hold MOH Audio
Source）]

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するため

に検索されるパーティションのコレクションを指定します。

このドロップダウンリストボックスに表示されるコーリング

サーチスペースの数を設定するには、[リストボックス項目の
最大数（MaxList Box Items）]エンタープライズパラメータを
使用します。[リストボックス項目の最大数（Maximum List
Box Items）]エンタープライズパラメータで指定されている数
より多くのコーリングサーチスペースがある場合は、ドロッ

プダウンリストボックスの横に省略ボタン（...）が表示され
ます。[...]ボタンをクリックすると、[コーリングサーチスペー
スの選択（Select Calling Search Space）]ウィンドウが表示され
ます。[次の名前が含まれる項目を一覧表示（List items where
Name contains）]フィールドに、コーリングサーチスペース
の名前の一部を入力します。[使用する項目の選択（Select item
to use）]ボックスに表示されるコーリングサーチスペースの
リストで、目的のコーリングサーチスペース名をクリック

し、[OK]をクリックします。

リストボックス項目の最大数を設定するには、[シ
ステム（System）] > [エンタープライズパラメー
タ（Enterprise Parameters）]の順に選択し、
[Unified CMAdminパラメータ（Unified CMAdmin
Parameters）]を選択します。

（注）

コーリングサーチスペース
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説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使
用する、適切なコーリングサーチスペースを選択します。

AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコー
ルがブロックされる場合に、ルートパーティションのコレク

ションを指定します。このルートパーティションは、収集さ

れた（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するため

に検索されます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

このデバイスの適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションに対して送受信可能な帯域幅の合計

を指定します。ロケーションを [なし（None）]に設定すると、
ロケーション機能はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡し

ません。

[所在地（ Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選
択します。AARグループはプレフィックス番号を設定します。
この番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルー

ティングする際に使用されます。AARグループ設定を [なし
（None）]にすると、ブロックされたコールの再ルーティング
は行われません。

[AARグループ（AAR Group）]

ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが

使用するトーンとリズムの定義が含まれます。

すでにインストールされ、関連付けられたデバイ

スによってサポートされるネットワークロケール

のみを選択してください。リストには、この設定

に使用可能なすべてのネットワークロケールが表

示されますが、すべてをインストールする必要は

ありません。デバイスが、ファームウェアでサポー

トされていないネットワークロケールに関連付け

られている場合、そのデバイスは起動に失敗しま

す。

（注）

[ネットワークロケール（Network
Locale）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Managerでこのメディアエンドポイントと共
にトラステッドリレーポイント（TRP）デバイスを挿入する
かどうかを選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイ
スは、このデバイスが関連付けられている共通デバイス

設定の [信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無効にす
るには、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスで TRPの使用を有効にする
場合は、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッ
ドリレーポイントとしてラベル付けされているMTPまたは
トランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばト

ランスコーダや RSVP Agent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近
い TRPを選択します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、TRPが
必須のMTPとして使用されます。

[トラステッドリレーポイントを
使用（Use Trusted Relay Point）]

ポートを選択する順序を選択します。使用するポートの順序

がわからない場合は、[トップダウン方式（TOP_DOWN）]を
選択します。

• [トップダウン方式（TOP_DOWN）]：ポート 1からポー
ト 8まで、ポートを降順に選択します。

• [ボトムアップ方式（BOTTOM_UP）]：ポート 8からポー
ト 1まで、ポートを昇順に選択します。

[ポート選択順序（Port Selection
Order）]

ゲートウェイに適したファームウェアのロード情報を入力し

ます。

ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上

書きします。

[ロード情報（Load Information）]
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説明フィールド

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザロケー

ル設定を使用して、Unicodeを送信するかどうか、および受信
した Unicode情報を変換するかどうかを判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオンにし

た場合に、デバイスのデバイスプールのユーザロケール設定

が終端電話機のユーザロケールに一致すると、デバイスは

Unicodeを送信します。ユーザロケール設定が一致しない場
合、デバイスは ASCIIを送信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイスプールの

ユーザロケール設定に基づいて、着信する Unicode文字を変
換します。ユーザロケール設定が終端電話機のユーザロケー

ルに一致する場合、電話機に文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していな

いユーザロケールが設定されると、電話機の表示

が文字化けする可能性があります。

（注）

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

この設定により、デバイスの発信者番号をローカライズでき

ます。選択した発信側トランスフォーメーション CSSに、こ
のデバイスに割り当てる発信側トランスフォーメーションパ

ターンが含まれていることを確認してください。

発呼側トランスフォーメーションパターンを発呼側トランス

フォーメーション CSSが存在するパーティションに割り当て
ると、デバイスはそのトランスフォーメーションパターンの

属性を継承します。

[発信側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定さ

れている発信側トランスフォーメーション CSSを使用する場
合は、このボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにしない場合、デバイスは [デバイス設定（device
configuration）]ウィンドウで設定した発信側トランスフォー
メーション CSSを使用します。

[デバイスプールの発信側トラン
スフォーメーションCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付

けるMLPPドメインを選択します。値を<None>のままにした
場合、このデバイスは自身のデバイスプールに設定された値

から、そのMLPPドメインを継承します。デバイスプールに
MLPPドメインの設定がない場合は、このデバイスのMLPPド
メインはMLPPDomain Identifierエンタープライズパラメータ
の設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]
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説明フィールド

このデバイスタイプにはこの設定はありません。[MLPP通知（MLPP Indication）]

この設定にはこのデバイスタイプはありません。[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]

位置情報の設定

ドロップダウンリストボックスから位置情報を選択します。

[未指定（Unspecified）]という位置情報を選択することもでき
ます。この場合、デバイスに位置情報は関連付けられません。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報を
選択することもできます。

地理的な場所

ドロップダウンリストボックスから位置情報フィルタを選択

します。

[なし（None）]の設定のままにした場合、このデバイスには
位置情報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）]> [位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタ
を選択することもできます。

[位置情報フィルタ（GeoLocation
Filter）]

FXS/FXOポートの設定フィールドの説明
次の表に、FXS/FXOポートの設定項目に関する詳細な説明を示します。

VG200ゲートウェイの場合、一部のスイッチエミュレーションタイプでネットワーク側がサ
ポートされていません。ゲートウェイスイッチタイプの設定方法により、ネットワーク側を

設定できるかどうかが決定します。

表 12 : FXS/FXOポートの設定項目

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

VG200ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、
CiscoUnifiedCommunicationsManagerにより生成される、VG200
アナログインターフェイスを識別する文字列が表示されます。

[エンドポイント名（End-Point
Name）]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerは、アナログMGCP記
述を一意に識別する文字列を生成します。

次に例を示します。

AALN/S0/SU1/1@domain.com

このフィールドは編集できます。説明には、任意の言語で最

大 50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント

記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山

カッコ（<>）は使用できません。

説明

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクショ

ン（CommunicationsManagerグループ、日時グループ、地域、
デバイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指

定します。

[デバイスプール（DevicePool）]

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付け

されたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メ
ディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]
で定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）を選択

します。

[メディアリソースグループリ
スト（Media Resource Group
List）]

このフィールドは、Cisco IOSMGCPゲートウェイの暗号化シ
グナリング情報のトラブルシューティングを行う場合にのみ

設定します。パケットキャプチャを設定すると、コール処理

が中断することがあります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャモード
（Packet Capture Mode）]（Cisco
IOS MGCPゲートウェイのみ）

このフィールドは、Cisco IOSMGCPゲートウェイの暗号化シ
グナリング情報のトラブルシューティングを行う場合にのみ

設定します。パケットキャプチャを設定すると、コール処理

が中断することがあります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャ時間（Packet
Capture Duration）]（Cisco IOS
MGCPゲートウェイのみ）

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定する際に

検索される一連のルートパーティションで構成されます。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]
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説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使
用する、適切なコーリングサーチスペースを選択します。

AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコー
ルがブロックされる場合に、ルートパーティションのコレク

ションを指定します。このルートパーティションは、収集さ

れた（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するため

に検索されます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

一元化されたコール処理システムでコールアドミッション制

御（CAC）を実装するには、ロケーションを使用します。CAC
により、ロケーション間のリンク上でオーディオおよびビデ

オ通話に使用できる帯域幅の量を制限することで、オーディ

オの品質およびビデオの可用性を調整できます。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅

の合計を指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに適切な

ロケーションを選択します。

ロケーションを [Hub_None]に設定すると、ロケーション機能
はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡しません。ロケーショ

ンを [ファントム（Phantom）]に設定すると、H.323プロトコ
ルまたは SIPプロトコルを使用するクラスタ間トランクの間
で、正常なCACを有効にするロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム（System）]>
[ロケーション（Location）]メニューオプションを使用しま
す。

[ロケーション（Location）]

このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選
択します。AARグループはプレフィックス番号を設定しま
す。この番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコール

をルーティングする際に使用されます。AARグループ設定を
[なし（None）]にすると、ブロックされたコールの再ルーティ
ングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが

使用するトーンとリズムの定義が含まれます。

既にインストールされ、関連付けられたデバイス

によってサポートされるネットワークロケールの

みを選択してください。リストには、この設定に

使用可能なすべてのネットワークロケールが表示

されますが、すべてをインストールする必要はあ

りません。デバイスが、ファームウェアでサポー

トされていないネットワークロケールに関連付け

られている場合、そのデバイスは起動に失敗しま

す。

（注）

[ネットワークロケール（Network
Locale）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Cisco Unified
Communications Managerでこのメディアエンドポイントと共
にトラステッドリレーポイント（TRP）デバイスを挿入する
かどうかを選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択した場合、デバイ
スは、このデバイスが関連付けられている共通デバイス

設定の [信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted
Relay Point）]設定を使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無効にす
るには、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスで TRPの使用を有効にする
場合は、この値を選択します。この設定は、このデバイ

スに関連付けられている共通デバイス設定の [トラステッ
ドリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定
よりも優先されます。

トラステッドリレーポイント（TRP）デバイスはトラステッ
ドリレーポイントとしてラベル付けされているMTPまたは
トランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえばト

ランスコーダや RSVP Agent）、Cisco Unified Communications
Managerは関連付けられたエンドポイントデバイスに最も近
い TRPを選択します。

TRPと RSVP Agentの両方がエンドポイントに必要な場合、
CiscoUnified CommunicationsManagerはまず、TRPとしても使
用可能な RSVP Agentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な場合、
CiscoUnified CommunicationsManagerは最初に、TRPとしても
指定可能なトランスコーダを検索します。

[トラステッドリレーポイントを
使用（Use Trusted Relay Point）]
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説明フィールド

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザロケー

ル設定を使用して、Unicodeを送信するかどうか、および受信
した Unicode情報を変換するかどうかを判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオンにし

た場合に、デバイスのデバイスプールのユーザロケール設定

が終端電話のユーザロケールに一致すると、デバイスは

Unicodeを送信します。ユーザロケール設定が一致しない場
合、デバイスは ASCIIを送信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイスプールの

ユーザロケール設定に基づいて、着信する Unicode文字を変
換します。ユーザロケール設定が終端電話機のユーザロケー

ルに一致する場合、電話機に文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していな

いユーザロケールが設定されると、電話機の表示

が文字化けする可能性があります。

（注）

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

この設定は、（FXOポートではなく）FXSポートについて表
示されます。この設定により、デバイスの発信者番号をロー

カライズできます。選択した発呼側変換 CSSに、このデバイ
スに割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが

含まれていることを確認してください。

コールを発信する前に、デバイスは番号分析を使

用して変換を適用する必要があります。[発呼側ト
ランスフォーメーションCSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]に設定し
た場合、トランスフォーメーションの照合と適用

は行われません。ルーティングに使用されない

Null以外のパーティションで、必ず [発信側変換
パターン（Calling Party Transformation Pattern）]を
設定してください。

ヒント

[発呼側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプールに設定さ

れている発信側トランスフォーメーション CSSを使用する場
合は、このボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにしない場合、デバイスは[ゲートウェイ設定（Gateway
Configuration）]ウィンドウで設定した [発呼側トランスフォー
メーションCSS（Calling Party Transformation CSS）]を使用し
ます。

FXOポートではなく FXSポートの設定が表示されます。

[デバイスプールの発信側トラン
スフォーメーションCSSを使用
（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]
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説明フィールド

このデバイスをホットラインデバイスにするには、このチェッ

クボックスをオンにします。ホットラインデバイスは他のホッ

トラインデバイスにのみ接続できます。これは PLARの拡張
機能です。PLARでは、電話がオフフックになった場合に自
動的に1つの電話番号にダイヤルするよう電話を設定します。
ホットラインによって、PLARを使用するデバイスに追加の
制限を適用できます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキーを含

まないソフトキーテンプレートを作成し、それをホットライ

ンデバイスに適用する必要があります。

[ホットラインデバイス（Hotline
Device）]

[マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報（Multilevel Precedence and
Preemption (MLPP) Information）]

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付

けるMLPPドメインを選択します。値を [<なし>（<None>）]
のままにした場合、このデバイスは自身のデバイスプールに

設定された値から、そのMLPPドメインを継承します。デバ
イスプールに [MLPPドメイン（MLPP Domain）]の設定がな
い場合、このデバイスのMLPPドメインは [MLPPドメイン ID
（MLPP Domain Identifier）]エンタープライズパラメータの
設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

この設定は一部のデバイスでは利用できないことに注意して

ください。利用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生

できるデバイスで、MLPP優先コールを発信するときにその
機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当

てる設定値として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPP通知設定
をデバイスプールから継承します。

• [オフ（Off）]：このデバイスではMLPP優先コールの表
示は処理されません。

• [オン（On）]：このデバイスではMLPP優先コールの表
示を処理します。

デバイスを設定する際は、[MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]に
設定し、かつ [MLPP通知（MLPP Indication）]を
[オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デ
フォルトが [オフ（Off）]の場合）に設定するこ
とは避けてください。

（注）

[MLPP通知（MLPP Indication）]
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説明フィールド

この設定は一部のデバイスでは利用できないことに注意して

ください。利用可能な場合、この設定は、進行中のコールを

プリエンプションできるデバイスで、MLPP優先コールを発
信するときにプリエンプション機能を使用するかどうかを指

定します。

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスに割り当

てる設定値として次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスはMLPPプリエン
プション設定をデバイスプールから継承します。

• [無効（Disabled）]：このデバイスは、優先順位の高いコー
ルを完了する必要がある場合に、優先順位の低いコール

のプリエンプションを許可しません。

• [強制（Forceful）]：このデバイスは、優先順位の高いコー
ルを完了する必要がある場合に、優先順位の低いコール

のプリエンプションを許可します。

デバイスを設定する際は、[MLPPプリエンプショ
ン（MLPP Preemption）]を [強制（Forceful）]に
設定し、かつ [MLPP通知（MLPP Indication）]を
[オフ（Off）]または [デフォルト（Default）]（デ
フォルトが [オフ（Off）]の場合）に設定するこ
とは避けてください。

（注）

[MLPPプリエンプション（MLPP
Preemption）]

[ポート情報（Port Information）]（POTS）

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールに使用し
ます（デフォルト）。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

このトランクがインバウンドコールで受信する数字に付加す

るプレフィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、最初に [桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後、プレフィックス
番号を追加します。

国際番号用のエスケープ文字 +も入力することができます。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]（FXSポート）
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説明フィールド

収集する有意な桁の数（0～ 32）を入力します。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、有意な数字をコール
先番号の右側（最後の桁）からカウントします。

このフィールドは、着信コールの処理に使用します。また、

PRIスパンに着信するコールをルーティングするための、送
信先番号の最後の数字から数えた桁数を指定します。[プレ
フィックスDN（Prefix DN）]を参照してください。

[桁数（NumDigits）]（FXSポー
ト）

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィール

ドが使用されることはほとんどありませんが、必要な桁数が

わからない場合は、デフォルト値の 0のままにします。

[必要な桁数（Expected Digits）]
（FXSポート）

このフィールドは、ボイスメッセージングシステムに接続す

るアナログアクセスポートに使用します。

SMDIポート番号を、アナログアクセスポートが接続するボ
イスメッセージングシステム上の実際のポート番号と等しい

番号に設定します。

通常、ボイスメッセージングシステムが正常に

動作するためには、ボイスメール論理ポートが、

ボイスメッセージングシステムの物理ポートに

一致する必要があります。

（注）

[SMDIポート番号（0-4096）
（SMDI Port Number (0-4096)）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Port）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定する、[位
置情報を指定しない（Unspecified geo location）]を選択するこ
ともできます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報
を選択することもできます。

[地理的な場所（Geo Location）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィルタを選択

します。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスには位置情
報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）][位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタ
を選択することもできます。

このフィールドは、FXSゲートウェイではサポー
トされていません。

（注）

位置情報フィルタ（GeoLocation
Filter）

[プロダクト固有の設定（Product-Specific Configuration）]

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル

固有の設定を指定します。これらは動的に設定されるため、

予告なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示する

には、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出
しの右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップ
アップダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのド

キュメントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定義
するモデル固有の設定フィール

ド（Model-specific configuration
fields that are defined by the gateway
manufacturer）]

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでのデジタルアクセス T1トラ
ンクのフィールドの説明

次の表では、Cisco VG200ゲートウェイで T1 CASトランクの値を追加または更新するための
フィールドに関する詳細な説明を示します。

一部のフィールドには、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドの入力は任意です。
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表 13 :デジタルアクセス T1（T1-CAS）の構成時の設定

説明フィールド

VG200ゲートウェイの場合、この読み取り専用フィールドには、
VG200デジタルインターフェイスを一意に識別するCiscoUnified
Communications Managerによって生成される文字列が含まれま
す。

次に例を示します。

S1/DS1-0@VG200-2

S1はスロット1、DS1-0はデジタルインターフェイス、@VG200-2
は VG200のテンプレート名を指定します。

エンドポイント名（End-Point
Name）

デバイスの目的を特定する説明を入力します。説明には、任意

の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パー
セント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ
（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

説明

ドロップダウンリストボックスから適切なデバイスプールを

選択します。

デバイスプールは、このデバイスのプロパティのコレクション

（Communications Managerグループ、日時グループ、地域、デ
バイスの自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指定し

ます。

[デバイスプール（Device
Pool）]

このパラメータによって、このゲートウェイを使用している着

信コールがネットワーク外部のもの（OffNet）か、ネットワー
ク内部のもの（OnNet）かが決定します。

[コールの分類（Call Classification）]フィールドが [システムデ
フォルトの使用（UseSystemDefault）]として設定される場合、
クラスタ全体に対する Cisco Unified Communications Managerの
サービスパラメータ [コールの分類（Call Classification）]の設
定によって、ゲートウェイがOnNetであるかOffNetであるかが
決定します。

このフィールドにより、コールがオンネットの場合はオンネッ

トアラートトーン、コールがオフネットの場合はオフネット

アラートトーンが提供されます。

[コールの分類（Call
Classification）]

このリストには、メディアリソースグループの優先順位付けさ

れたグループ化が表示されます。アプリケーションは、[メディ
アリソースリスト（Media Resource List）]で定義された優先順
位に従って、使用可能なメディアリソースから必要なメディア

リソース（保留音サーバなど）を選択します。

[メディアリソースグループ
リスト（Media Resource Group
List）]
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ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリングサー

チスペースを選択します。コーリングサーチスペースは、収

集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するために

検索されるルートパーティションのコレクションを指定しま

す。

このドロップダウンリストボックスに表示されるコーリング

サーチスペースの数を設定するには、[リストボックス項目の最
大数（Max List Box Items）]エンタープライズパラメータを使
用します。[リストボックス項目の最大数（Maximum List Box
Items）]エンタープライズパラメータで指定されている数より
多くのコーリングサーチスペースがある場合は、ドロップダウ

ンリストボックスの横に省略ボタン（...）が表示されます。[...]
ボタンをクリックすると、[コーリングサーチスペースの選択
（Select Calling Search Space）]ウィンドウが表示されます。[次
の名前が含まれる項目を一覧表示（List items where Name
contains）]フィールドに、コーリングサーチスペースの名前の
一部を入力します。[使用する項目の選択（Select item to use）]
ボックスに表示されるコーリングサーチスペースのリストで、

目的のコーリングサーチスペース名をクリックし、[OK]をク
リックします。

リストボックス項目の最大数を設定するには、[シス
テム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]の順に選択し、[Unified
CMAdminパラメータ（Unified CMAdmin
Parameters）]を選択します。

（注）

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイスが使用
する適切なコーリングサーチスペースを選択します。AARコー
リングサーチスペースは、帯域幅不足が原因でコールがブロッ

クされた場合に、収集された（発信側）番号の他のルーティン

グ方法を決定するために検索されるルートパーティションのコ

レクションを指定します。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search
Space）]

このデバイスの適切なロケーションを選択します。ロケーショ

ンは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションを [なし（None）]に設定する
と、ロケーション機能はこのデバイスが消費する帯域幅を追跡

しません。

[所在地（ Location）]
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このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択
します。AARグループはプレフィックス番号を設定します。こ
の番号は、帯域幅不足のためにブロックされるコールをルーティ

ングする際に使用されます。AARグループ設定を[なし（None）]
にすると、ブロックされたコールの再ルーティングは行われま

せん。

[AARグループ（AARGroup）]

ドロップダウンリストボックスから、このデバイスと関連付け

るMLPPドメインを選択します。値を <None>のままにした場
合、このデバイスは自身のデバイスプールに設定された値か

ら、そのMLPPドメインを継承します。デバイスプールにMLPP
ドメインの設定がない場合は、このデバイスのMLPPドメイン
はMLPP Domain Identifierエンタープライズパラメータの設定
値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

このゲートウェイが特殊なDTMFシグナルをMLPP優先レベル
として解釈できるようにするには、このボックスをオンにしま

す。

[DTMF優先シグナルの処理
（Handle DTMF Precedence
Signals）]

ゲートウェイに適したファームウェアのロード情報を入力しま

す。

ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上書

きします。

ロード情報

最初（最も小さい番号のポート）から最後（最も大きい番号の

ポート）、または最後から最初の順番で、発信コールに割り当

てられるチャネルまたはポートの順番を選択します。

有効な入力値には [TOP_DOWN]（最初から最後）または
[BOTTOM_UP]（下から上）があります。使用するポートの順序
がわからない場合は、[TOP_DOWN]を選択します。

[ポート選択順序（PortSelection
Order）]

発信ダイヤルの送信番号タイプとして次のいずれかを選択しま

す。

• [DTMF]：Dual Tone Multifrequency（デュアルトーン多重周
波数）。通常のプッシュボタン信号ダイヤル

• [MF]：多重周波数
• [PULSE]：パルス（回転）ダイヤル

送信番号（Digit Sending）
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ドロップダウンリストから、ゲートウェイに関連付けるロケー

ルを選択します。ネットワークロケールは、特定の場所のハー

ドウェアをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

ネットワークロケールには、特定の地理的領域のデバイスが使

用するトーンとリズムの定義が含まれます。

すでにインストールされ、関連付けられたデバイス

によってサポートされるネットワークロケールのみ

を選択してください。リストには、この設定に使用

可能なすべてのネットワークロケールが表示されま

すが、すべてをインストールする必要はありませ

ん。デバイスが、ファームウェアでサポートされて

いないネットワークロケールに関連付けられている

場合、そのデバイスは起動に失敗します。

（注）

[ネットワークロケール
（Network Locale）]

T1スパンの最初の SMDIポート番号を入力します。

このパラメータを0以外の値に設定したときに、このゲートウェ
イがルートリストまたはルートグループの不明なタイプに属し

ている場合、ハントがこのスパンを超えて続行されることはあ

りません。

[SMDI基本ポート（SMDIBase
Port）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定する、[位置
情報を指定しない（Unspecified geo location）]を選択することも
できます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]メニューオプションで設定された位置情報を
選択することもできます。

[地理的な場所（Geo
Location）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィルタを選択し

ます。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスには位置情報
フィルタは適用されません。

また、[システム（System）] > [位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]メニューオプションで設定された位置情報フィルタを
選択することもできます。

位置情報フィルタ（Geo
Location Filter）

製品固有の設定
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製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予

告なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するに

は、[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの
右側にある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップ
ダイアログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが定
義するモデル固有の設定フィー

ルド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer defines）]

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトラ
ンクのフィールドの説明

次の表では、Cisco VG200ゲートウェイで T1 PRIまたは E1 PRIトランクの値を追加または更
新するためのフィールドに関する詳細な説明を示します。

一部のフィールドでは、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドの入力は任意です。

表 14 : T1 PRIまたは E1 PRIのフィールドの説明

説明フィールド

[デバイス情報（Device Information）]

VG200ゲートウェイの場合、この読み取り専用フィー
ルドには、VG200エンドポイントを一意に識別する
Cisco Unified Communications Managerによって生成さ
れる文字列が含まれます。

次に例を示します。

S1/DS1-0@VG200-2

S1はスロット 1、DS1-0はデジタルインターフェイ
ス、@VG200-2はVG200のドメイン名を指定します。

Endpoint Name

設定するエンドポイントの説明を入力します。説明に

は、任意の言語で最大 50文字を指定できますが、二
重引用符（"）、パーセント記号（%）、アンパサンド

（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は
使用できません。

説明
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ゲートウェイ/ポートのこのグループのデバイスプー

ルを選択します。

デバイスプールでは、地域、日時グループ、Cisco
Unified CommunicationsManagerグループ、自動登録用
コーリングサーチスペースなど、デバイスに共通す

る特性のセットを定義します。

[デバイスプール（Device Pool）]

ドロップダウンリストボックスから、オンネット、

オフネット、またはシステムデフォルトとしてデバイ

スを設定するオプションを選択します。

デバイスレベルで [システムデフォルトの使用（Use
SystemDefault）]を選択した場合、デバイスが内部（オ
ンネット）にあるか、外部（オフネット）にあるかを

判別するために、システムによってサービスパラメー

タの値が使用されます。

[コールの分類（Call
Classification）]

このゲートウェイに関連付けるネットワークロケール

を選択します。

ネットワークロケールは、Ciscoゲートウェイおよび
電話機が特定の地理的地域で PSTNおよびその他の
ネットワークと通信する際に使用する一連のトーンと

リズムで構成されます。

[ネットワークロケール（Network
Locale）]

ゲートウェイ/ポートのこのグループのメディアリソー
スグループリスト（MRGL）を選択します。

MRGLは、メディアリソースグループの優先順位付
けされたリストを指定します。アプリケーションは使

用可能なメディアリソースの中からMRGLで定義さ
れている優先順序に従って、必要なメディアリソース

を選択します。

[メディアリソースグループリ
スト（Media Resource Group
List）]

ゲートウェイ/ポートのこのグループのロケーションを
選択します。

このロケーションは、制限付き帯域幅接続を使用して

アクセスされるリモートロケーションを示します。

[所在地（ Location）]
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このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グルー
プを選択します。AARグループはプレフィックス番
号を設定します。この番号は、帯域幅不足のためにブ

ロックされるコールをルーティングする際に使用され

ます。AARグループ設定を [なし（None）]にすると、
ブロックされたコールの再ルーティングは行われませ

ん。

[AARグループ（AAR Group）]

ゲートウェイに適したカスタムソフトウェアのロード

情報を入力します。ここで入力する値は、このゲート

ウェイのデフォルト値を上書きします。

デフォルトのロードを使用するには、このフィールド

を空白のままにします。

ロード情報

このデバイスは、デバイスのデバイスプールのユーザ

ロケール設定を使用して、Unicodeを送信するかどう
か、および受信した Unicode情報を変換するかどうか
を判断します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオ

ンにした場合に、デバイスのデバイスプールのユーザ

ロケール設定が終端電話機のユーザロケールに一致す

ると、デバイスは Unicodeを送信します。ユーザロ
ケール設定が一致しない場合、デバイスはASCIIを送
信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスのデバイス

プールのユーザロケール設定に基づいて、着信する

Unicode文字を変換します。ユーザロケール設定が終
端電話機のユーザロケールに一致する場合、電話機に

文字が表示されます。

トランクの両端で同じ言語グループに属していない

ユーザロケールが設定されると、電話機の表示が文字

化けする可能性があります。

[発呼側名に UTF-8を転送
（Transmit UTF-8 for Calling Party
Name）]

マルチレベル優先順位およびプリエンプション（MLPP）情報

このデバイスに関連付けられているMLPPドメインの
16進数値を入力します。値は空白または 0～ FFFFFF
の値にしてください。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]（例：「0000FF」）

インターフェイス情報
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スパンの通信プロトコルを選択します。

E1 PRIスパンの場合、次のオプションがあります。

• [PRI AUSTRALIAN]：オーストラリアの ISDN
• [PRI EURO]：ヨーロッパの ISDN
• [PRI ISO QSIG E1]：ヨーロッパの PBX間シグナ
リングプロトコル

T1PRIスパンの場合、キャリアまたはスイッチに応じ
て複数のオプションがあります。

• [PRI 4ESS]：AT&T長距離通信事業者、Lucent
Definityスイッチ

• [PRI 5E8カスタム（PRI 5E8 Custom）]：
Cisco Unified IP Phone、NortelMeridianスイッチ、
Lucent Definityスイッチ

• [PRI 5E8 Teleos]：Madge Teleosボックス
• [PRI 5E8インターコム（PRI 5E8 Intecom）]：イン
ターコム PBX

• [PRI5E9]：AT&Tファミリ地域交換スイッチまた
は通信事業者

• [PRI NI2]：Sprintファミリ地域交換スイッチまた
は通信事業者

• [PRIDMS-100]：Sprintファミリ地域交換スイッチ
または通信事業者

• [PRI DMS-250]：MCIおよび Sprintファミリ地域
交換スイッチまたは通信事業者

• [PRI ETSI SC]：T1でのヨーロッパ地域通信事業
者、日本の地域通信事業者

• [PRI ISO QSIG T1]：PBX間シグナリングプロト
コル

PRIプロトコルタイプ（PRI
Protocol Type）

適切なプロトコル側を選択します。この設定は、ゲー

トウェイがセントラルオフィスまたはネットワーク

デバイスに接続するか、あるいはユーザデバイスに接

続するかどうかを指定します。

PRI接続の両端で逆の設定が使用されていることを確
認してください。たとえば、PBXに接続しているとき
にその PBXがプロトコル側として [ユーザ（User）]
を使用する場合、このデバイスには [ネットワーク
（Network）]を選択してください。通常、セントラル
オフィス（CO）接続には [ユーザ（User）]を使用し
ます。

プロトコル側（Protocol Side）
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最初（最も小さい番号のポート）から最後（最も大き

い番号のポート）、または最後から最初の順番で、有

効化されるチャネルまたはポートの順番を選択しま

す。

有効なエントリには、[TOP_DOWN]（最後から最初）
または [BOTTOM_UP]（下から上）があいます。使用
するポートの順序がわからない場合は、[TOP_DOWN]
を選択します。デフォルトは [BOTTOM_UP]です。

チャネル選択順序（Channel
Selection Order）

次の値のいずれかを選択して、チャネル選択がチャネ

ルマップとして提示されるか、スロットマップとし

て提示されるかを指定します。

• [番号（Number）]：Bチャネルの使用では、常に
チャネルマップ形式で提示されます。

• [スロットマップ（Slotmap）]：Bチャネルの使用
では、常にスロットマップ形式で提示されます。

• [1Bでは番号を使用（Use Number When 1B）]：
チャネルの使用時、Bチャネルが 1つの場合には
チャネルマップが提示されますが、複数のBチャ
ネルが存在する場合はスロットマップが提示され

ます。これがデフォルト値です。

チャネル IEタイプ（Channel IE
Type）

デジタルエンコード形式を指定します。次の形式のい

ずれか 1つを選択します。

• [a-law]：ヨーロッパおよびその他の地域で使用さ
れています。

• [mu-law]：北米、香港、台湾、日本で使用されて
います。

PUnifiedCMType

このオプションのフィールドには、スパンがインサー

ビスになる速度を入力します（1/8秒単位）。システ
ムで多数の PRIスパンが有効になっているときに、
[Inhibit Restarts at PRI Initialization]チェックボックス
がオフになっている場合、この遅延が発生します。デ

フォルト値は 32です。

たとえば、最初の 5枚のカードを 0に設定し、次の 5
枚のカードを 16に設定します（インサービスにする
前に 2秒待機します）。

[最初の再起動での遅延（Delay
for First Restart）]
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再起動間の時間を入力します（1/8秒単位）。[再起動
の抑止（Inhibit Restarts）]チェックボックスがオフの
場合に PRI RESTARTが送信されると、この遅延が発
生します。デフォルト値は 4です。

[再起動間での遅延（Delay
Between Restarts）]

再起動のメッセージで、PRIスパンのポートのステー
タスを確認します。RESTARTが送信されない場合、
Cisco Unified Communications Managerはポートがイン
サービスであると見なします。デフォルトでは、ボッ

クスはオンになっています。

Dチャネルが別のPRIトランクのDチャネルに正常に
接続されるとき、このボックスがオフの場合は再起動

を送信します。

[PRI初期化での再起動の抑止
（Inhibit restarts at PRI
initialization）]

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unified
CommunicationsManager拡張サービスパラメータ（[B
チャネルメンテナンスステータスの変更（Change
B-Channel Maintenance Status）]）が有効になります。
このサービスパラメータによって、Bチャネルがアク
ティブのときに、個々のBチャネルをアウトオブサー
ビスにできます。

このチェックボックスをオフにすると、サービスパラ

メータ [Bチャネルメンテナンスステータスの変更
（Change B-ChannelMaintenance Status）]は無効になり
ます。

このフィールドは、デフォルトでオフになっていま

す。

[ステータスポーリングを有効化
（Enable status poll）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[不在ポート（Unattended Ports）]

コールルーティングに関する情報 -着信コール（Call Routing Information - InboundCalls）
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このフィールドは、着信コールでPRIスパンを保持す
る必要のある末尾からの桁数を表します。有意な桁の

あるトランクが有効な場合、着信コールに指定された

アドレスの最後の数桁以外をすべて短縮します。

有意な桁を収集するかどうかによって、このチェック

ボックスをオンまたはオフにします。

•このチェックボックスをオフにすると、Cisco
Unified CommunicationsManagerは着信番号を短縮
しません。

•このチェックボックスをオンにした場合、収集す
る有意な桁の数も選択する必要があります。デ

フォルトでは、ボックスはオンになっています。

[優位な桁数（SignificantDigits）]

電話機/ポートのこのグループのコーリングサーチス
ペースを選択します。

コーリングサーチスペースは、ダイヤルされた番号

のルーティング方法を決定するために検索されるルー

トパーティションのコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

自動代替ルーティング（AAR）を実行する際にデバイ
スが使用する、適切なコーリングサーチスペースを

選択します。AARコーリングサーチスペースは、帯
域幅不足が原因でコールがブロックされる場合に、

ルートパーティションのコレクションを指定します。

このルートパーティションは、収集された（発信側）

番号の他のルーティング方法を決定するために検索さ

れます。

[AARコーリングサーチスペー
ス（AAR Calling Search Space）]

このオプションのフィールドでは、トランクが着信

コールで受信する数字に付加するプレフィックス番号

を入力します。

Cisco Unified CommunicationsManagerは、[桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後に、プレ
フィックス番号を追加します。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]

コールルーティングに関する情報 -発信コール（Call Routing Information - Inbound
Calls）
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Cisco Unified Communications Managerで発信者の電話
番号を送信するかブロックするかを選択します。

発信側回線 IDの表示を変更したくない場合、[Default]
を選択します。Cisco Unified Communications Manager
から「許可された発信側回線 ID」を送信する場合は、
[許可（Allowed）]を選択します。「」Cisco Unified
Communications Managerから「制限された発信側回線
ID」を送信する場合は、[制限あり（Restricted）]を選
択してください。「」

発信側回線 IDの表示（Calling
Line ID Presentation）

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情

報を送信できます。送信される電話番号を選択しま

す。

• Originator：発信側デバイスのディレクトリ番号を
送信します。この番号はデフォルト値として機能

します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect
Number）]：リダイレクト側デバイスの電話番号
を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect
Number）]：最後にコールをリダイレクトしたデ
バイスの電話番号を送信します。

発呼者の選択（Calling Party
Selection）
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発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、発信側電話
番号（DN）タイプを設定します。NANPやヨーロッ
パのダイヤリングプランなどのダイヤリングプラン

の経験が豊富な場合を除き、デフォルト値を変更しな

いことを推奨します。Cisco Unified Communications
Managerはヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識
しないため、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必

要になる場合があります。また、国タイプ以外の番号

としてルーティングを使用する PBXに接続する場合
にも、この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Communications Manager]：Cisco Unified
Communications Managerが電話番号のタイプを設
定します。このオプションがデフォルト値です。

•国際（International）：その国のダイヤリングプ
ラン範囲外にダイヤルする場合に使用します。

•国内（National）：その国のダイヤリングプラン
範囲内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

[発呼者IE番号タイプが不明
（Calling party IE number type
unknown）]
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着信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、着信側電話
番号（DN）タイプを設定します。NANPやヨーロッ
パのダイヤリングプランなどのダイヤリングプラン

の経験が豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しな

いことを推奨します。Cisco Unified Communications
Managerはヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識
しないため、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必

要になる場合があります。国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [CommunicationsManager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
のタイプを設定します。

•国際（International）：その国のダイヤリングプ
ラン範囲外にダイヤルする場合に使用します。

•国内（National）：その国のダイヤリングプラン
範囲内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

Called Party IE Number Type
Unknown

ゲートウェイテンプレート

67

ゲートウェイテンプレート

Cisco VG200ゲートウェイテンプレートでの T1 PRIまたは E1 PRIトランクのフィールドの説明



説明フィールド

着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、着信側 DN
の番号計画を設定します。NANPやヨーロッパのダイ
ヤリングプランなどのダイヤリングプランの経験が

豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しないことを

推奨します。Cisco Unified Communications Managerは
ヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識しないた

め、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必要になる

場合があります。また、国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [CommunicationsManager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
の番号計画を設定します。

• ISDN：その国のダイヤリングプラン範囲外にダ
イヤルする場合に、これを使用します。

•国内標準（National Standard）：その国のダイヤリ
ングプラン範囲内でダイヤルする場合に使用しま

す。

• [プライベート（Private）]：プライベートネット
ワーク内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

着信番号計画（Called Numbering
Plan）
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発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Managerは、発信側 DN
の番号計画を設定します。NANPやヨーロッパのダイ
ヤリングプランなどのダイヤリングプランの経験が

豊富な場合を除き、デフォルト値は変更しないことを

推奨します。Cisco Unified Communications Managerは
ヨーロッパの国別ダイヤルパターンを認識しないた

め、ヨーロッパではデフォルト値の変更が必要になる

場合があります。また、国タイプ以外の番号として

ルーティングを使用する PBXに接続する場合にも、
この設定を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [CommunicationsManager]：デフォルト設定では、
Cisco Unified Communications Managerが電話番号
の番号計画を設定します。

• ISDN：その国のダイヤリングプラン範囲外にダ
イヤルする場合に、これを使用します。

•国内標準（National Standard）：その国のダイヤリ
ングプラン範囲内でダイヤルする場合に使用しま

す。

• [プライベート（Private）]：プライベートネット
ワーク内でダイヤルする場合に使用します。

• [不明（Unknown）]：このオプションは、ダイヤ
リングプランが不明であることを示します。

発呼番号計画（CallingNumbering
Plan）

発信コールで削除する桁数（0～ 32桁）を選択しま
す。デフォルト値は 0です。

たとえば、8889725551234にダイヤルするときに、削
除する桁数が 3であるとします。この例では、Cisco
Unified CommunicationsManagerは発信番号から 888を
削除します。

[削除桁数（Number of Digits to
Strip）]
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発信者 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力しま
す。

たとえば、北米では次のようになります。

• 555XXXX =可変の発信者 ID。ここで、Xは内線
番号に相当します。市外局番を指定しない場合

は、COがこの番号にエリアコードを追加しま
す。

• 5555000 =固定の発信者 ID。コールを発信した正
確な内線番号ではなく社内番号を送信する場合に

使用します。市外局番を指定しない場合は、CO
がこの番号にエリアコードを追加します。

[発信者ID DN（Caller ID DN）]

T1スパンの最初の SMDIポート番号を入力します。[SMDI基本ポート（SMDI Base
Port）]

[PRIプロトコルタイプ固有情報（PRI Protocol Type Specific Information）]

このオプションのフィールドでは、発信側および着信

側ネームデリバリサービスの SETUPメッセージおよ
びCONNECTメッセージで表示情報要素（IE）の配信
を有効にする場合、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

[IE配信の表示（Display IE
Delivery）]

このオプションのフィールドでは、コール転送時に

SETUPメッセージにリダイレクト番号 IEを含め、最
初のリダイレクト番号とコールがリダイレクトされた

理由を示す場合に、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

この設定は、デジタルアクセスゲートウェイのすべ

てのプロトコルの SETUPメッセージにのみ適用され
ます。

[番号 IE配信のリダイレクト -ア
ウトバウンド（Redirecting
Number IE Delivery - Outbound）]

このオプションのフィールドでは、コール転送時に

SETUPメッセージにリダイレクト番号 IEを含め、最
初のリダイレクト番号とコールがリダイレクトされた

理由を示す場合に、チェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

この設定は、デジタルアクセスゲートウェイのすべ

てのプロトコルの SETUPメッセージにのみ適用され
ます。

[番号 IE配信のリダイレクト -イ
ンバウンド（Redirecting Number
IE Delivery - Inbound）]
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[DisplayIE]フィールドに特殊な先頭文字バイト（ASCII
以外、表示不可）を含める場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[DisplayIE]フィールドからこの文字バイトを除外する
場合は、このチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、DMS-100プロトコルおよび
DMS-250プロトコルにのみ適用されます。

デフォルトでは、この設定は無効になっています（オ

フ）。

IE表示での付加先行文字を送る
（Send Extra Leading Character in
Display IE）

このオプションのフィールドでは、このフィールドに

値を指定して、一部の PBXでリングバックを強制す
ることが必要な場合があります。

デフォルトでは、オフになっています。ユーザが発信

コールでリングバックトーンを受信しない場合のみ、

このチェックボックスをオンにします。

この設定を有効にすると、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、[プログレスインジケータ（Progress
Indicator）]フィールドが非 ISDNに設定されたデジタ
ル（つまり、非 H.323）ゲートウェイに Q.931 SETUP
メッセージを送信します。

このメッセージは、Cisco Unified Communications
Managerゲートウェイが非 ISDNであり、接続先デバ
イスはインバンドのリングバックを再生する必要があ

ることを、接続先デバイスに通知します。

この問題は、通常、デジタルゲートウェイ経由でPBX
に接続している Cisco Unified Communications Manager
に関連しています。

[非 ISDNプログレスインジケー
タ IEを有効に設定（Setup of
Non-ISDN Progress Indicator IE
Enable）]

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。インターフェイス識別子が存在すること

を示す場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

MCDNチャネル番号拡張ビット
を 0に設定（MCDN Channel
Number Extension Bit Set to Zero）

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。PBXプロバイダーから取得した値を入力
します。有効な値の範囲は 0～ 255です。

ファシリティ IEでのコール名を
送る（Send Calling Name in
Facility IE）
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このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。インターフェイス識別子が存在すること

を示す場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、ボックスはオフになっていま

す。

インターフェイス識別子あり

（Interface Identifier Present）

このフィールドが適用されるのは、DMS-100プロトコ
ルのみです。PBXプロバイダーから取得した値を入力
します。有効な値の範囲は 0～ 255です。

インターフェイス識別子の値

（Interface Identifier Value）

Cisco Unified Communications Managerで接続先の電話
番号を許可するかブロックするかを選択します。

接続側回線 IDの表示を変更しない場合は、[Default]
を選択します。Cisco Unified Communications Manager
から許可された「接続先回線 ID」を送信する場合は、
[許可（Allowed）]を選択します。「」Cisco Unified
Communications Managerから「制限された接続先回線
ID」を送信する場合は、[制限あり（Restricted）]を選
択してください。「」

[接続側回線IDの表示（Connected
Line ID Presentation）]

[UUIE設定（UUIE Configuration）]

PRI 4ESS UUIEを介したMLPP情報の通知を有効にす
る場合に、このチェックボックスをオンにします。こ

のボックスは、DRSNスイッチと一緒に機能させるた
めに使用します。

このゲートウェイの [PRIプロトコルタイプ（PRI
Protocol Type）]の値に [PRI 4ESS]が指定されている
場合にのみ、システムはこのチェックボックスを使用

可能にします。

デフォルトではオフです。

[UUIEを介した優先レベルの通知
（Passing PrecedenceLevel Through
UUIE）]

セキュリティアクセスレベルの値を入力します。有

効な値は、00～ 99です。[UUIEを介した優先レベル
の通知（Passing Precedence Level Through UUIE）]
チェックボックスがオンになっているときだけ使用で

きます。デフォルト値は 2です。

[セキュリティアクセスレベル
（Security Access Level）]

[位置情報の設定（Geo Location Configuration）]
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ドロップダウンリストボックスで、位置情報を選択

します。

このデバイスを位置情報に関連付けないことを指定す

る、[位置情報を指定しない（Unspecifiedgeo location）]
を選択することもできます。

また、[システム（System）] > [位置情報の設定
（Geolocation Configuration）]メニューオプションで
設定された位置情報を選択することもできます。

[地理的な場所（Geo Location）]

ドロップダウンリストボックスで、位置情報フィル

タを選択します。

<None>設定をそのままにした場合、このデバイスに
は位置情報フィルタは適用されません。

また、[システム（System）]> [位置情報設定フィルタ
（Geolocation Configuration Filter）]メニューオプ
ションで設定された位置情報フィルタを選択すること

もできます。

位置情報フィルタ（GeoLocation
Filter）

製品固有の設定

ゲートウェイのメーカーは、製品固有の設定の下に、モデル固有の設定を指定します。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、[製品固有の設定
（Product Specific Configuration）]見出しの右側にある [?]「」情報アイコンをクリック
して、ポップアップウィンドウにヘルプを表示します。詳細情報が必要な場合は、設定

する特定のゲートウェイのドキュメントを参照してください。

ポートの構成時の設定
すべてのポートタイプおよびシスコでサポートするゲートウェイの構成時の設定について、以

下に詳細なフィールドの説明を記載します。

関連トピック

POTSポートの設定項目（73ページ）
デジタルアクセス T1用 E & Mポートのフィールドの説明（76ページ）
ゲートウェイの設定項目（27ページ）
ゲートウェイ設定関連のトピック（78ページ）

POTSポートの設定項目
次の表で POTSポートの設定項目について説明します。
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表 15 : POTSポートの設定項目

説明フィールド

[ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスか
ら、[POTS]を選択します。

[ポートタイプ（Port Type）]

使用可能なすべてのポート、1つのポート、一定範囲のポートの
いずれを追加して設定するかを選択するため、[開始ポート番号
（Beginning PortNumber）]フィールドと [終了ポート番号（Ending
Port Number）]フィールドに値を設定します。

•ポートの範囲を指定するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに適切な値を設定します。

• 1つのポートを作成するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに同一値を設定します。

•使用可能なすべてのポートを追加するには、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号
（EndingPortNumber）]フィールドの両方で [すべてのポート
（All Ports）]を選択します。

[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]

[終了ポート番号（EndingPort
Number）]

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールに使用します
（デフォルト）。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

ポートアプリケーションタイプに関連して、受信した音声信号に

適用されるゲインまたは損失を指定します。

ゲインを不適切に設定すると、音響エコーが発生しま

す。この設定を調整する際は慎重に行ってください。

（注）

[IPネットワークへの音声信
号の調整（Audio Signal
Adjustment into IP Network）]

ポートアプリケーションタイプに関連して、送信される音声信号

に適用されるゲインまたは損失を指定します。

ゲインを不適切に設定すると、音響エコーが発生しま

す。この設定を調整する際は慎重に行ってください。

（注）

[IPネットワークからの音声
信号の調整（Audio Signal
Adjustment from IPNetwork）]

このトランクがインバウンドコールで受信する数字に付加するプ

レフィックス番号を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、[桁数（Num Digits）]の
設定に従って番号を短縮した後に、プレフィックス番号を追加し

ます。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]
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説明フィールド

収集する有意な桁の数（0～ 32）を入力します。

Cisco Unified Communications Managerは、有意な数字をコール先
番号の右側（最後の桁）からカウントします。

着信コールの処理に使用します。また、PRIスパンに入るコール
のルーティングに使用する着信者番号を、最後の数字からの桁数

で指定します。[プレフィックスDN（PrefixDN）]を参照してくだ
さい。

[桁数（Num Digits）]

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールドが

使用されることはほとんどありませんが、必要な桁数がわからな

い場合は、デフォルト値の 0のままにします。

[必要な桁数（Expected
Digits）]

コールリスタートタイマー（1000～ 5000ms）。「ms」はミリ秒
単位の時間を示します。

[コールリスタートタイマー
（1000～ 5000 ms）（Call
Restart Timer (1000-5000
ms)）]

オフフック検証タイマー（100～1000ms）。「ms」はミリ秒単位
の時間を示します。

[オフフック検証タイマー
（100～ 1000ms）（Offhook
Validation Timer (100-1000
ms)）]

オンフック検証タイマー（100～1000ms）。「ms」はミリ秒単位
の時間を示します。

[オンフック検証タイマー
（100～ 1000 ms）（Onhook
Validation Timer
(100-1000ms)）]

フックフラッシュタイマー（100～ 1500 ms）。「ms」はミリ秒
単位の時間を示します。

[フックフラッシュタイマー
（100～ 1500 ms）
（Hookflash Timer (100-1500
ms)）]

このフィールドは、ボイスメッセージングシステムに接続するア

ナログアクセスポートに使用します。

SMDIポート番号を、アナログアクセスポートが接続するボイス
メッセージングシステム上の実際のポート番号と等しい番号に設

定します。

通常、ボイスメッセージングシステムが正常に動作

するためには、ボイスメール論理ポートが、ボイス

メッセージングシステムの物理ポートに一致する必要

があります。

（注）

[SMDIポート番号（0-4096）
（SMDI Port Number
(0-4096)）]

[製品固有の設定（Product-Specific Configuration）]
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説明フィールド

製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの右側に
ある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップダイア
ログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが
定義するモデル固有の設定

フィールド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer
defines）]

デジタルアクセス T1用 E & Mポートのフィールドの説明
CiscoVG200ゲートウェイのT1CASトランク用E&Mポートの値を追加または更新する際に、
次のフィールドの説明を参照してください。

一部のフィールドには、Cisco Unified CommunicationsManager Administrationで設定された値が
表示されます。

BATユーザインターフェイスでフィールド名にアスタリスクが付いている場合は必ず入力す
る必要があります。アスタリスクが付いていないフィールドへの入力はオプションです。

次の表で、E & Mポートの設定項目について説明します。

表 16 : E & Mポートの設定項目

説明フィールド

[ポートタイプ（Port Type）]ドロップダウンリストボックスか
ら、[EANDM]を選択します。

[ポートタイプ（Port Type）]

使用可能なすべてのポート、1つのポート、一定範囲のポートの
いずれを追加して設定するかを選択するため、[開始ポート番号
（Beginning PortNumber）]フィールドと [終了ポート番号（Ending
Port Number）]フィールドに値を設定します。

•ポートの範囲を指定するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに適切な値を設定します。

• 1つのポートを作成するには、[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]フィールドと [終了ポート番号（Ending Port
Number）]フィールドに同一値を設定します。

•使用可能なすべてのポートを追加するには、[開始ポート番号
（Beginning Port Number）]フィールドと [終了ポート番号
（EndingPortNumber）]フィールドの両方で [すべてのポート
（All Ports）]を選択します。

[開始ポート番号（Beginning
Port Number）]

[終了ポート番号（EndingPort
Number）]
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説明フィールド

ポートの詳細

このポートを通過するコールの方向を選択します。

• [着信（Inbound）]：着信コールのみに使用します。
• [発信（Outbound）]：発信コールに使用します。
• [両方（Both Ways）]：着信コールと発信コールの両方に使用
します。

[ポートディレクション（Port
Direction）]

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信で

きます。送信される電話番号を選択します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイスの電話番号を送信し
ます。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect Number）]：リダイ
レクトを行うデバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect Number）]：最後に
コールをリダイレクトするデバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外部）（First Redirect Number
(External)）]：外部電話マスクが適用されている、リダイレク
トを行う最初のデバイスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号（外部）（Last Redirect Number
(External)）]：外部電話マスクが適用されている、リダイレク
トを行う最後のデバイスの電話番号を送信します。

発呼者の選択（Calling Party
Selection）

発信者 IDタイプを選択します。

• [ANI]：非同期ネットワークインターフェイス（ANI）発信者
IDタイプを使用する場合はこのタイプを選択します。

• [DNIS]：着信番号識別サービス（DNIS）発信者 IDタイプを
使用する場合はこのタイプを選択します。

[発信者 IDタイプ（Caller ID
Type）]

発呼者回線 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX =可変の発呼者回線 ID。ここで、Xは内線番号に
相当します。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号
にエリアコードを追加します。

• 5555000 =固定の発呼者回線 ID。コールの発信元の正確な内
線番号の代わりに、社内番号を送信する場合に使用してくだ

さい。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号にエリ
アコードを追加します。

[発信者ID DN（Caller ID
DN）]
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説明フィールド

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco Unified Communications Managerは、最初に [桁数（Num
Digits）]の設定に従って番号を短縮した後、プレフィックス番号
を追加します。

[プレフィックスDN（Prefix
DN）]

収集する有意な桁の数（0～ 32）を選択します。Cisco Unified
CommunicationsManagerは、有意な数字をコール先番号の右側（最
後の桁）からカウントします。

[有意な数字（Sig Digits）]チェックボックスをオンにしている場
合に使用します。着信コールの処理に使用します。また、PRIス
パンに入るコールのルーティングに使用する着信者番号を、最後

の数字からの桁数で指定します。「PrefixDN」および「SigDigits」
を参照してください。

[桁数（Num Digits）]

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。必要な桁数がわか

らない場合は、フィールドのデフォルト値である 0のままにしま
す（このフィールドが使用されることはほとんどありません）。

[必要な桁数（Expected
Digits）]

このデバイスの不在ポートを指示する場合に、このチェックボッ

クスをオンにします。

[不在ポート（Unattended
Port）]

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]

製品固有の設定下にあるモデル固有のフィールドは、ゲートウェ

イメーカーが指定します。これらは動的に設定されるため、予告

なしに変更される場合があります。

製品固有の設定項目のフィールドの説明とヘルプを表示するには、

[製品固有の設定（Product Specific Configuration）]見出しの右側に
ある [?]「」情報アイコンをクリックして、ポップアップダイア
ログボックスにヘルプを表示します。

詳細情報が必要な場合は、設定する特定のゲートウェイのドキュ

メントを参照するか、メーカーにお問い合わせください。

[ゲートウェイのメーカーが
定義するモデル固有の設定

フィールド（Model-specific
configuration fields that the
gateway manufacturer
defines）]

ゲートウェイ設定関連のトピック
• Ciscoゲートウェイの追加（1ページ）

•ゲートウェイテンプレートの検索（9ページ）

•ゲートウェイテンプレートの追加または編集（10ページ）

•ゲートウェイの設定項目（27ページ）
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•ポートの構成時の設定（73ページ）

•クエリを使用したシスコゲートウェイレコードの削除

•シスコゲートウェイレポートの生成
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cucm_b_bulk-administration-guide-15_chapter52.pdf#nameddest=unique_369
cucm_b_bulk-administration-guide-15_chapter53.pdf#nameddest=unique_370
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翻訳について
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、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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